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【緒言】 
運動イメージ(MI)課題は脳卒中後のリハビリテーションに有効な戦略であることが知ら
れているが、実際に課題を行っていることが観察できず、心理的負荷も推察される。他の
方法として、提示された手の写真の左右判断を行う手のメンタルローテーション課題
(MRot)は、判断のために運動イメージを包含し、結果が正答率と反応時間によりフィード
バック可能であるため、応用可能なツールであると推察できる。本研究は、課題時の脳活
動を機能的MRIにて比較し、リハビリテーションのツールとして妥当かを検討することを
目的とし検証を行った。 
 
【方法】 
対象は健常者 26名(男女各 13名)とし、運動イメージ課題(以下、MI課題)と手のメンタ
ルローテーション課題(以下、手のMRot課題)、物体のメンタルローテーション課題(以下、
物体のMRot課題)の 3条件中の脳活動を、MRI装置を使用して測定した。MI課題は、提
示された手の写真に合致するような運動のイメージを行う課題とし、被験者には左右ど
ちらの手が提示されるのかを試行の前に明示して実施した。手のMRot課題は、提示され
た手の写真の左右判断を行う課題とし、物体のMRot課題は、提示された片側のみのバッ
クライトが点灯している車の絵の左右判断を行う課題とした。 
 
【結果と考察】 
MI 課題中と手の MRot 課題中の脳活動では、両側の運動前野、両側の補足運動野、両
側の頭頂連合野の活動が認められ、MI課題と手のMRot課題の類似性が示された。しかし、
MI課題は、手のMRot課題と比較し、賦活領域が大きく、賦活の強さも高値を示した。ま
た、物体の MRot 課題の脳活動も運動関連領域の活動が認められたが、左半球のみの活動
であった。 
 手の MRot 課題時の両側性の運動関連領域の賦活は、両側の手の運動イメージが動員さ
れている可能性が示唆され、物体の MRot 課題とは回答する方略の違いがあると考える。
脳活動の観点からは、MI課題の有用性が示唆されたが、手のMRot課題についても、さら
に改変することにより、運動関連領域の活動をより高め、MI課題に切り替わる脳卒中後の
リハビリテーションに応用可能であることが推察される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
